
国立大学法人東京農工大学の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

  ②  平成28年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び平成28年度における改定内容

期末特別手当について、その者の業績に応じ、経営協議会の議を経て、100分の10の範

囲内で増減することができることとしている。

本学役員報酬規程に則り、俸給及び諸手当（地域手当、通勤手当、期末
特別手当）としている。

期末特別手当については、基準額（俸給＋地域手当＋加算額）に6月に
支給する場合においては100分の150、12月に支給する場合においては
100分の168.3を乗じ、さらに基準日以前6箇月以内の期間におけるその者
の在職期間に応じた割合を乗じて得た額とし、そしてその者の業績に応じ、
経営協議会の議を経て、100分の10の範囲内で増減することができることと
している。

なお、平成28年度では、一般職の職員の給与に関する法律の改正を参
考にして、12月の期末特別手当の支給率を0.03ヶ月分引き上げた。

本学役員報酬規程に則り、その勤務状況等を考慮して経営協議会の議

を経て俸給月額を決定することとしている。

同上

学長の報酬月額は、法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給号俸を適用しており、

また、学長の年間報酬額は、人数規模が同規模である民間企業の役員報酬（27,429千円）や

事務次官の年間給与額（22,977千円）、他の同規模の国立大学法人等の役員報酬を参考と

している。理事及び監事（非常勤）の報酬水準についても、同様に他の同規模の国立大学法

人等の役員報酬を参考としている。

該当者なし

該当者なし



２　役員の報酬等の支給状況
平成28年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

18,684 11,808 5,105 1,771
（地域手当）

千円 千円 千円 千円

15,921 10,008 4,327
1,501

85
（地域手当）
（通勤手当）

千円 千円 千円 千円

15,836 10,008 4,327 1,501 （地域手当）

千円 千円 千円 千円

16,068 10,008 4,327
1,501

232
（地域手当）
（通勤手当）

千円 千円 千円 千円

13,405 8,472 3,662 1,270 （地域手当） 4月1日 ◇

千円 千円 千円 千円

該当者なし
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

3,000 3,000 0 0
（　　　　）

4月1日

千円 千円 千円 千円

3,000 3,000 0 0
（　　　　）

注１：総額、各内訳について千円未満切り捨てのため、総額と各内訳の合計額は必ずしも一致しない。

注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。

　　 　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
　法人の長

　理事

　理事（非常勤）

D理事

C理事

A監事
（非常勤）

A監事

その他（内容）

B監事
（非常勤）

法人の長

A理事

B理事

前職
就任・退任の状況

役名

東京農工大学は、本学の理念である「MORE SENSE」（使命志向型教育研

究－美しい地球持続のための全学的努力）に基づき、21世紀の人類が直面

している課題の解決に真摯に取り組み、「世界が認知する研究大学へ」を学

長ビジョンとして掲げ、学長のリーダーシップの下で推進している。そうした中

で、本学の学長は、職員数約625名の法人の代表として、その業務を総理す

るとともに、所属職員を統督して、経営面と教学面における職務を担っている。

学長の報酬月額は、法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給号俸

を適用しており、また、学長の年間報酬額は、人数規模が同規模である民間

企業の役員報酬（27,429千円）や事務次官の年間給与額（22,977千円）と比

べてそれ以下となっている。こうした職務内容の特性や民間企業の役員報酬

等との比較を踏まえると、報酬水準は妥当であると考えられる。

理事の報酬水準については、主として教育担当、学術・研究担当、広報・

国際担当及び総務・財務担当として、学長を補佐して本学の業務を掌理して

いるため、及び他の同規模の国立大学法人等の役員報酬とほぼ同水準と

なっているため、妥当と考える。

該当者なし



　監事

　監事（非常勤）

【文部科学大臣の検証結果】

４　役員の退職手当の支給状況（平成28年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

５　退職手当の水準の妥当性について
【文部科学大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

該当者なし

監事
（非常勤）

法人の長

理事

法人の長

該当者なし

法人での在職期間

監事
（非常勤）

理事

判断理由

該当者なし

期末特別手当について、その者の業績に応じ、経営協議会の議を経て、100分の10の範囲

内で増減することができることとしている。

監事（非常勤）の報酬水準については、国立大学法人法に定めるところに

より、本学の業務の合理的かつ効率的な運営を図るとともに会計経理の適正

を期することを目的に本学の業務を監査しているため、及び他の同規模の

国立大学法人等の役員報酬とほぼ同水準となっているため、妥当と考える。

職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職、他の同規模の国立大学

法人、民間企業等との比較などを考慮すると、役員の報酬水準は妥当である

と考える。

該当者なし



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び平成28年度における主な改定内容

２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況（年俸制適用者以外の職員）

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

500 47.2 8,337 6,096 90 2,241

人 歳 千円 千円 千円 千円

174 44.1 6,468 4,807 93 1,661

人 歳 千円 千円 千円 千円

322 49.0 9,387 6,820 88 2,567

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

人 歳 千円 千円 千円 千円

1

人 歳 千円 千円 千円 千円

3 42.5 4,976 3,817 106 1,159

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

区分

技能・労務職種

うち賞与

事務・技術

教育職種
（大学教員）

うち所定内

医療職種
（病院医師）

平均年齢
平成28年度の年間給与額（平均）

常勤職員

総額
人員

医療職種
（病院看護師）

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方
　　（業績給の仕組み及び導入実績を含む。）

国家公務員に適用される一般職の職員の給与に関する法律及び国家公務員退職手

当法等を参考とし、国家公務員の給与水準に準じて決定している。
また、人件費管理の基本方針として全学的・中長期的な見地に立って毎年度作成する

「全学採用計画」に基づき教職員の人件費管理を行っており、当面は、平成23年度で終
了した総人件費改革の実行計画を踏襲し、定年退職者の後任補充を抑制することにより
人件費の削減を図る。

昇給・昇格の実施及び勤勉手当の成績率の判定にあたっては、本学の人事評価制度によ

る評価の結果等を考慮している。

本学職員給与規程に則り、俸給及び諸手当（俸給の調整額、管理職手当、初任給調整手

当、扶養手当、地域手当、広域異動手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手当、特地勤務

手当、特地勤務手当に準ずる手当、教育指導教員手当、特殊勤務手当、超過勤務手当、宿

日直手当、休日勤務特別手当、管理職員特別勤務手当、期末手当、勤勉手当、入試手当及

び学位論文審査手当）としている。
期末手当については、基準額（俸給＋俸給の調整額＋扶養手当＋地域手当＋広域異動

手当＋役職段階別加算額＋管理職加算額）に6月に支給する場合においては100分の122.5、
12月に支給する場合においては100分の137.5を乗じ、さらに基準日以前6箇月以内の期間
におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。

勤勉手当については、基準額（俸給＋俸給の調整額＋地域手当＋広域異動手当＋役職
段階別加算額＋管理職加算額）に本学勤勉手当支給要項に定める基準に従って定める割
合を乗じて得た額としている。

なお、平成28年度では、一般職の職員の給与に関する法律の改正を参考にして、①全俸
給表を平均0.2％引上げ、②初任給調整手当を100円引上げ、③12月の勤勉手当の支給率
を0.03ヶ月分引き上げた。



人 歳 千円 千円 千円 千円

28 42.3 5,884 4,391 66 1,493

人 歳 千円 千円 千円 千円

6 40.0 4,014 3,105 89 909

人 歳 千円 千円 千円 千円

22 42.9 6,393 4,741 60 1,652

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

注2：在外職員、任期付職員及び再任用職員については該当者がいないため省略。

注3：「技能・労務職種」とは、林業作業等の技能的業務に従事する職員を示す。

　　職種別支給状況（年俸制適用者）

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

39 47.2 10,931 10,931 105 0

人 歳 千円 千円 千円 千円

39 47.2 10,931 10,931 105 0

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

14 47.0 7,355 7,355 80 0

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

人 歳 千円 千円 千円 千円

2

人 歳 千円 千円 千円 千円

10 45.1 7,554 7,554 72 0

人 歳 千円 千円 千円 千円

1

人 歳 千円 千円 千円 千円

1

注3：その他教育職種（年俸制）とは、競争的資金等により雇用される年俸制の特任教員等を示す。

注4：その他事務・技術（年俸制）とは、競争的資金等により雇用される年俸制の職員等を示す。

注2：教育職種（外国人語学教員）とは、外国語を母語とし、外国語科目を担当させることができる高度の専門的学識
及び技能を有する教員を示す。

その他URA
（年俸制）

注1：非常勤職員の教育職種（外国人語学教員）、その他事務・技術（年俸制）及びその他URA（年俸制）について
は、該当者がそれぞれ2人、1人及び1人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、人数以
外は記載していない。

非常勤職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）

医療職種
（病院看護師）

その他事務・技術
（年俸制）

人員 平均年齢

その他教育職種
（年俸制）

事務・技術

非常勤職員

総額
うち賞与

区分

教育職種
（外国人語学教員）

医療職種
（病院医師）

注5：その他ＵＲＡ（年俸制）とは、競争的資金等により雇用される年俸制のリサーチ・アドミニストレーターを示す。

注1：医療職種（病院看護師）については、該当者が１人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあるこ
とから、人数以外は記載していない。

平均年齢 うち所定内区分 人員
平成28年度の年間給与額（平均）

平成28年度の年間給与額（平均）

総額 うち所定内 うち賞与

常勤職員

教育職種
（大学教員）



② 年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師）)

注1：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。
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③

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

　代表的職位

部長 3 54.8 10,055

課長 10 50.1 8,890

次長 25 52.5 8,031

係長 87 45.9 6,400

主任 21 39.2 5,301

係員 28 31.4 4,338

（教育職員（大学教員））

平均
人 歳 千円

　代表的職位

教授 112 56.9 11,096

准教授 137 46.9 9,066

講師 19 41.5 7,919

助教 51 40.0 6,684

教務職員 3 46.5 6,072

④

（事務・技術職員）

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

58.8 61.2 60

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

41.2 38.8 40

％ ％ ％

         最高～最低 54.5～37.1 46.1～34.7 49.9～36.2

％ ％ ％

60.6 62.3 61.5

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

39.4 37.7 38.5

％ ％ ％

         最高～最低 45.4～35.1 43.4～33.4 42.6～34.2

一律支給分（期末相当）

一律支給分（期末相当）

13,243 ～ 9,385

区分

管理
職員

5,309 ～ 3,671

一般
職員

千円

平均年齢

6,595 ～ 4,451

分布状況を示すグループ

千円

年間給与額

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師））

（最高～最低）

賞与（平成28年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員
（病院看護師））

10,149 ～ 8,430

8,661 ～ 7,125

7,646 ～ 5,221

注1：在職人員数が4人以下のグループについては、当該個人に関する情報が特定されるおそれのある
ことから、年間最高給与額、年間最低給与額は記載していない。

人員

10,329 ～ 6,882

8,714 ～ 6,635

7,959 ～ 5,783



（教育職員（大学教員））

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

59.3 61.7 60.5

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

40.7 38.3 39.5

％ ％ ％

         最高～最低 55.3～37.4 46.1～35.4 50.8～36.6

％ ％ ％

60.8 62.5 61.7

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

39.2 37.5 38.3

％ ％ ％

         最高～最低 50.9～36.3 48.7～34.6 49.7～35.4

３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

・年齢勘案　　　　　　　　　 94.3
・年齢・地域勘案 　　　　　 95.0
・年齢・学歴勘案　 　　　　 93.3
・年齢・地域・学歴勘案 　 94.6
（参考）対他法人 108.3

○教育職員（大学教員）と国家公務員との給与水準の比較指数 103.9

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

今後も適切な給与水準の維持に努める。

内容

講ずる措置

項目

（法人の検証結果）
【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　５２％
（国からの財政支出額　７,３１８,０００千円、支出予算の総額　１４,０４６,０００
千円：平成28年度予算）

【検証結果】
本学の対国家公務員指数及び参考指数（地域勘案、学歴勘案及び地域・
学歴勘案）は全て１００未満であることから、給与水準は適切であると考えら
れる。

一律支給分（期末相当）

一般
職員

　給与水準の妥当性の
　検証

（文部科学大臣の検証結果）
給与水準の比較指標では国家公務員の水準未満となっていること等から給
与水準は適正であると考える。引き続き適正な給与水準の維持に努めてい
ただきたい。

対国家公務員
指数の状況

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

注）上記比較指標は、法人化前の国の教育職（一）と行政職（一）の年収比率を基礎に、平成28年度

の教育職員（大学教員）と国の行政職（一）の年収比率を比較して算出した指数である。
なお、平成19年度までは教育職員（大学教員）と国家公務員（平成15年度の教育職（一））との給与

水準（年額）の比較指標である。



４　モデル給与

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ　総人件費について

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

Ⅳ　その他
特になし

福利厚生費

注：中期目標期間の開始年度分から当年度分までを記載する。

最広義人件費

949,867

非常勤役職員等給与
1,552,726

8,354,056

退職手当支給額
595,197

区　　分

給与、報酬等支給総額
5,256,266

昇給・昇格の実施及び勤勉手当の成績率の判定にあたっては、本学の人事評価制度による評

価の結果等を考慮している。

給与、報酬等支給総額は前年度に比べ2.2％増となっているが、これは一般職の職員の給与に

関する法律及び人事院規則の改正を参考にして、俸給月額及び初任給調整手当、勤勉手当の支

給率を引き上げたことによるものと考えられる。
最広義人件費は前年度と比べ5.5％増となっているが、これは前年度と比べて退職者数が増加し

たことにより退職手当支給額が増加したことに加えて、上述のとおり一般職の職員の給与に関する
法律及び人事院規則の改正を参考にして、俸給月額及び初任給調整手当、勤勉手当の支給率を
引き上げたことと、被用者年金制度の一元化により共済負担金率が上昇し福利厚生費が増加した
ことにより、全体で5.5％増加したものと考えられる。

なお、優れた研究業績等を有する教授及び若手教員、並びに学内施設専任教員を対象とする新
たな年俸制給与制度を導入し、平成28年度末までに39名の教育職員に適用を決定したところであ
り、この年俸制適用者の給与には退職手当相当分が含まれているため、給与、報酬等支給総額に
はこの年俸制適用者の退職手当相当分が含まれている。

○事務・技術職員
○22歳（大卒初任給、独身）

月額178,200円 年間給与2,893,000円
○35歳（係長、配偶者・子1人）

月額330,000円 年間給与5,404,000円
○45歳（係長、配偶者・子2人）

月額405,000円 年間給与6,624,000円

注：月額及び年間給与に含まれる手当等は、俸給、扶養手当、管理職手当、地域手当（22歳を除
く）である。なお、俸給には期末手当、勤勉手当が含まれる。

○教育職員
○27歳（博士修了初任給、独身）

月額327,400円 年間給与5,329,000円
○35歳（准教授、配偶者・子1人）

月額466,100円 年間給与7,744,000円
○45歳（教授、配偶者・子2人）

月額577,200円 年間給与9,699,000円


